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【事例の内容】
患者は足の痛みを訴えて医療機関を受診した。医師から痛風発作による痛みであると診断され、痛み止めの
薬剤とフェブリク錠２０ｍｇを処方された。患者から、痛風治療薬が処方されるのは初めてであることと、
処方医から二剤を同時に服用開始するように指示されたことを聴取した。処方医に疑義照会を行った結果、
フェブリク錠２０ｍｇはフェブリク錠１０ｍｇへ変更になり、痛みが治まってから服用を開始することに
なった。

【背景・要因】
患者は痛風発作を起こしていたため、フェブリク錠の服用による急激な尿酸値の変動により発作が増悪する
可能性がある。発作が治まってからフェブリク錠の服用を開始し、その際の投与量は１０ｍｇが望ましいと
考え、疑義照会を行った。

【薬局が考えた改善策】
添付文書の情報を把握し、痛風発作を起こしている場合の薬物治療についても理解する。

2019年 No.10 事例１　疑義照会に関する事例

●高尿酸血症治療剤は、服薬を開始するタイミングや初回投与量に注意が必要である。
●患者に安全で有効な薬物療法を提供するためには、添付文書の用法・用量だけではなく使用上の注意についても
　十分把握し理解したうえで患者への聞き取りを行い、その情報に基づいた処方監査を行うことが重要である。

フェブリク錠１０ｍｇ／２０ｍｇ／４０ｍｇの添付文書（一部抜粋）
【用法・用量】
　＜用法・用量に関連する使用上の注意＞
　１．痛風、高尿酸血症 　
　　　尿酸降下薬による治療初期には、血中尿酸値の急激な低下により痛風関節炎（痛風発作）が誘発されること
　　　があるので、本剤の投与は１０ｍｇ１日１回から開始し、投与開始から２週間以降に２０ｍｇ１日１回、
　　　投与開始から６週間以降に４０ｍｇ１日１回投与とするなど、徐々に増量すること。
【使用上の注意】
　２．重要な基本的注意
　　（１）本剤は尿酸降下薬であり、痛風関節炎（痛風発作）発現時に血中尿酸値を低下させると痛風関節炎
　　　　（痛風発作）を増悪させるおそれがある。痛風、高尿酸血症の治療に際し、本剤投与前に痛風関節炎
　　　　（痛風発作）が認められた場合は、症状がおさまるまで、本剤の投与を開始しないこと。
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2019年 No.10 事例２　疑義照会に関する事例

【事例の内容】
患者にスピロノラクトン錠２５ｍｇ「ＣＨ」４錠分２が継続して処方されており、今回も７日分が処方された。
患者に血液検査の結果を確認したところ、今回の血清カリウム値が５.６mEq／Lであることを聞き取り、前回
の４.２mEq／Lから上昇していることがわかった。処方医に処方の継続について疑義照会した結果、処方が削除
になった。

【背景・要因】
抗アルドステロン性利尿・降圧剤であるスピロノラクトン錠２５ｍｇ「ＣＨ」はカリウム保持性利尿剤であり、
カリウム値の変動に注意を要する薬剤である。

【薬局が考えた改善策】
検査値に影響を及ぼす薬剤が処方された際は、血液検査の実施の有無を確認し、検査値を聴取する必要がある。

●処方された薬剤により出現する可能性がある副作用や検査値異常について把握したうえで、患者から副作用の
　初期症状の有無や検査値などの情報を収集し、処方監査を行うことが重要である。
●薬学的管理を行うには、処方の変更や中止による患者の状態の変化や検査値の推移を把握することも重要である。
●患者に関する情報は薬剤服用歴などにその都度記録し、継続的に管理することが望ましい。

スピロノラクトン錠２５ｍｇ／５０ｍｇ「ＣＨ」の添付文書（一部抜粋）
【使用上の注意】
　２．重要な基本的注意 
　（１） 連用する場合、高カリウム血症等の電解質異常があらわれることがあるので、定期的に検査を行うこと。
　４．副作用
　（１） 重大な副作用（頻度不明）
　　　 １） 電解質異常（高カリウム血症、低ナトリウム血症、代謝性アシドーシス等）：高カリウム血症、
　　　　　　低ナトリウム血症、代謝性アシドーシス等の電解質異常があらわれることがあるので、異常が認め
　　　　　　られた場合には、減量又は休薬等の適切な処置を行うこと。また、電解質異常に伴い、不整脈、
　　　　　　全身倦怠感、脱力等があらわれることがあるので、このような場合には、投与を中止し、適切な処置
　　　　　　を行うこと。
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【事例の内容】
来局者から、頭痛がするのでロキソニンＳプレミアムとガーゼを購入したいと申し出があり、販売した。
その際、ガーゼを使用する目的を確認すると、痛み止めの市販薬を服用後に腋下が赤くなり、水疱ができて
皮膚がめくれたことを聞き取った。服用した市販薬は２種類あり、薬剤名を聞き出して成分名を確認した。
その２種類に共通している成分にアリルイソプロピルアセチル尿素があったため、皮膚症状の原因がアリル
イソプロピルアセチル尿素である可能性を疑った。念のため、ロキソニンＳプレミアムに含まれる成分を確認
すると、アリルイソプロピルアセチル尿素が含まれているため、アリルイソプロピルアセチル尿素を含まない
ロキソニンＳへの変更を患者に提案した。さらに、過去にロキソニンＳを服用したことがあり、その後に異常
がなかったことも確認して販売した。２日後、皮膚症状は改善したと報告を受けた。

【背景・要因】
販売する薬剤の主成分以外の成分について把握していなかった。

【薬局が考えた改善策】
市販薬を販売する際は、症状や服用中の薬剤、副作用歴などの確認すべき情報を聴き取る。薬剤の副作用が
疑われる場合は、医療機関へ受診する必要があるか判断する。販売に関する情報は、スタッフ間で共有する。

2019年 No.10 事例３　一般用医薬品等の販売に関する事例

●一般用医薬品はいくつかの成分を配合した製剤が多く販売されているため、一般用医薬品による副作用が出現
　したときは原因となる成分を特定することが難しい場合がある。
●薬剤の服用により生じる薬疹には、生命予後を脅かす重症薬疹も含まれる。症状や経緯などを聴取して皮膚科
　専門医への受診を勧めるべきか判断することは、薬剤師に求められる重要な役割の一つである。
●要指導医薬品や一般用医薬品を販売する際は、販売する医薬品の副作用歴を確認することはもちろんであるが、
　同成分や同効薬を含む他の一般用医薬品や医療用医薬品の副作用歴についても確認することが重要である。

販売名 ロキソニンＳプレミアム

ロキソプロフェンナトリウム水和物

ロキソプロフェンナトリウム水和物
アリルイソプロピルアセチル尿素
無水カフェイン
メタケイ酸アルミン酸マグネシウム

ロキソニンＳ 

成分

（添付文書より一部抜粋）
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